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人と自然が調和した持続可能な街づくりとの連携 

MIRAIを創る！ 
 県立木更津東高等学校  

 

≪学校の概要≫ 

 本校は全日制普通科と家政科、定時制夜間部普通科のある学校です。 

全日制は、創立１１３年目を迎える永い歴史の中で培われた女子校で、普通科、家政科合わせて４５７

名の生徒が在籍しています。定時制は、創立７３年目を迎える男女共学の夜間定時制の学校で、６７名  

が在籍しています。 

全日制、定時制併せて約３万人の卒業生がおり、その卒業生の多くが、地元で活躍しています。 

千葉県内の県立高校では女子高は２校のみで、地域社会の発展に貢献できる品格のある生徒の育成に努

めています。部活動、文化祭、体育祭、地域との連携行事が盛んに行われており、それらの活動を通して豊かな

人間性と自主性が育まれています。 

 

≪テーマについて≫ 

本校家政科のこれまでの取り組みを振り返ると、木更津市との様々な連携において、継続して毎年行われ、家

庭科の学びを通して研究し、特に子育て支援や地域の活性化を中心に活動してきました。その木更津市の目指

す街づくりは「オーガニックシティ」です。オーガニックな街づくりとは、人と自然が調和した持続可能な未来を創る

ことであり、 それぞれを生かすことで自立し、繋がり、循環が生まれる。未来のために、高校生の私たちができる

事は何なのか考え、行動・実践し、 次世代につないでいきたいと考えました。 

 また、産学官連携として環境に配慮した生活を目指し、市内で生産された有機農産物を活用して、新商品の開

発や㏚活動を行い地域の活性化、次世代の子供たちの夢をサポートして、共生社会の実現を目指し、木更津市

の未来（MIRAI）を担う子どもたちと共に歩み、その活動に貢献したいと考え、こうしたテーマを設定しました。 

 

１ 課題（実態調査と問題点の把握） 

（１） 実態調査  これまでのボランティア活動 

        ・地域の保育園での保育ボランティア活動  

・地域和菓子店とのコラボ和菓子開発、販売。 

・木更津市主催のイベントでの弁当を開発販売、子供の遊びの展示ワークショップ 

・コロナ禍における手作りマスク、マスクケースを社会福祉会館に寄贈 

・食育ボランティア 公民館主催 「ドキドキ宿泊体験」体験型の地域社会との交流体験 

（２）問題点の把握と今後の取り組み 

授業で学んだことを生かしながらのボランティアは、やりがいがあり、とても充実していました。しかし、毎年同

じような企画内容となっているため、もっと自発的な活動で地域に貢献できるような内容を考え、学校と地域、

企業との連携をとおして、社会と繋がりを持ち、未来につながる活動を行いたいと考えました。 

新たな着眼点  ⇒    「持続可能な未来の実現に向けて生産から販売までを体験」 

                             ↓ 

       循環型 社会       地域を活性化することに貢献したい！ 

 ＊未来を創る子どもたちと繋がる活動 ＊地域の特産物や産業を研究する 
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２ 実践活動（ プロジェクト１ ）      

   子どもが主役のファッションショー  ～未来の子供たちの為に種をまく～  

 （１）活動内容 

    ８０周年を迎えた木更津市の記念事業として開催された子どもたちが主役のファッションショー。 

テーマは、「木更津の未来に残したいもの」子どもたちはそれぞれのイメージで木更津の未来を考え、公募で

集まったデザインを元に、本校生徒が一人一人のモデルに合わせて衣装をデザイン・作成し、靴やヘアメイク

までトータルコーディネートし、当日のフィッターとサポートを行いました。 

 （２）ファッションショーの目的 

未来をつくる子供たちが主役のファッションショーをつくる。モデルひとり一人の未来への期待をファッション

で表現し、国籍・性別・障害の有無を問わないファッションショーとなるようにする。 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ＜製作チーム＞モデル３０人（小学校、中学校の児童生徒）に 

合わせた服のデザインを行う。モデルの好みや身体的特徴を 

アンケート手描きのスケッチ→布のデザインにする。 

 

 

 

 

  

  

 

 

  小学生のデザイン      出来上がり作品   

       

                         
              

         
                  
         

                     
                       

                                     

                             

                             
                             

           

                                  

    

①デザインを考える 
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② 衣装を縫って仕上げる、コーディネートを考える。 

                プロデザイナーの特別講座、９回実施    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   一般の子どもたちから公募したデザインを採用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ヘアメイクチーム＞  

ヘアメイクを考え当日仕上げる 

モデルひとり一人のカルテをつくり、チームでコーディネートを考える。 

 

 

 

＜フィッターチーム＞ 

フィッター リハーサル・本番のサポート。  

 ショーに出る前の時間は子ども達と和気あいあいとした雰囲気で準備が行われ、ひとり一人の違った個性あふ

れる衣装と、ヘアメイクを行いました。本番はステージ脇まで付き添い、子どもたちをサポートしました。 

 

木更津市主催者の感想 

会場に向かう前に行った子ども達との写真撮影はみんなが笑顔で溢れ、心が和むような時間でした。そして、

舞台に立ち緊張しながらも凛として歩く子供たちの姿は、木更津市の明るい未来を想像できるショーでした。すべ

ての過程で子ども達が主役となった今回のイベントは、共生社会の実現に向けた一つのものを作り上げたという

達成感を味わうことができたと思います。 

②衣装を縫って仕上げる 

③ヘアメイク案を考える。ウォーキング練習！ 

④フィッター、リハーサル、当日の手伝い 

公募デザインを利用して服に付けるロゴ作り 

プロの指導を受ける 
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３ 取り組みへの反響 

 

「生徒の感想」  

＊自分たちでデザインしたものが形になり、想像の世界が広がっていくような感覚がありました。最初は

不安の方が大きかったのですが、モデルの子の笑顔を見て達成感を感じました。  

＊今回のプロジェクトは私にとって単なる服作りのお手伝いだけではなく、様々な人とのつながりや思

いやりの気持ち、一人一人の持つ個性の素晴らしさに気づくきっかけとなりました。これからも高校生

の今しかできない様々な事にチャレンジして、自分自身が輝けるように前向きに頑張ろうと思います。

  

「保護者・モデルの感想」 

（保護者より）説明会から当日までの４回、全部ワクワクドキドキ嬉しくて、楽しみにしている娘の様子

を見ていて家族も幸せな時間でした。このような機会をいただき、ありがとうございました。 

（モデルより）すごく優しいお姉さん、今でも大、大、大好きです。担当でないお姉さんも声をかけてく

れてうれしかったです。私の大好きなヒマワリをドレスにしてくれてありがとう。 
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市民の皆さんから市役所に届いた声 

 ＊素晴らしい企画でした。 

 ＊まさに子どもたちが主役でしたね。これからを担う子供たちの未来は明るいなと感じました。 

 ＊ファッションショーで着ていた作品を間近で見たいので展示会をやって欲しいです。 

＊発展＊ 

１１月３のファッションショーは 2000 人近い人が観覧に来てくださり、ネット配信もされて大好評でした。しかし、

製作過程で出た端切れ布。一つ一つに思いを込めて作った布を捨てることはできませんでした。 

 

SDGｓの取り組み    製作で余った布を再利用する企画を考える。 

小さな子供でも作れるものを企画 一緒にワークショップを計画。 

地元商業施設で作品展示会・端切れ布のワークショップ・トークショーを実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示作品                         「端切れ布のしおり」 

 

４実践活動（プロジェクト２） 地域企業との連携商品開発   
木更津市が行う有機農業産地づくりの一環として、株式会社 KURKKU FIELDS と本校が、共同開発しま

した。環境の負荷軽減を目指す循環型農業を実践する KURKKU FIELDS との連携は、自分達の手で『生

産・商品開発（加工）・販売（消費）』までを行うことにより、有機農業・地産地消・6次産業化等について学ぶ

きっかけとなりました。 

産学官連携の取組のひとつとして共同開発した今回の 2品は、期間限定で KURKKU FIELDS場内、 

オーガニックシティフェスティバルにて販売されました。 

 

（１）食材の研究と地域産業について 

・調味料の研究・・・オーガニック調味料について販売元社長に美味しい調味料についての講義 

・食材の研究・・・・・木更津市ブランドポーク （林 SPF豚） 養豚業 抗生物質、ワクチンを使用しない豚 

肉の飼育とブランド展開されるまでの試みと美味しい豚肉についての講義。 

・地元の企業とのコラボ「試食を交えた体験型トークショー」 

展示された作品の隣には、モデルの子ども

たちから『木更津東高校のお姉さんへ』と

いうメッセージボードが送られ、心温まる

感謝の言葉が日本語と英語で書かれていま

した。 
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（２）商品開発 実施計画 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３）商品企画立案 

           ＜クルックフィールズの印象＞＜さつま芋＞＜新商品＞をテーマに話し合い、意見を出し合って商品企

画を具体的にしていく。 

   ４） 商品の決定  試作を繰り返し最終選考５点に絞り、それぞれの商品プレゼンテーションを行いクル

ックフィールズの方々に選んでいただく。 → 決定 

   ５）販売方法、広報活動 

    木更津市創業支援センター長の講義を受け、広報活動の様々なアプローチ方法を学び、実践しました。 

    ポップ、売り場装飾、キャラクター作り、パッケージ、ポスターなど協力しながら制作し 

商品開発プロセス 

【栽培・収穫】 

約 1年前からクルックフィールズの理念を学び、自らの手でさつまいもを植付け、月 1回の成長観察や農業

補助を続け、自らの手で収穫をしました。 

【検討会・試作会】 

家政科の生徒全員でワークショップ、ディスカッションを繰り返し全 18の企画アイデアの中から 5つを選抜。 

その後、5チームで試作・試食を繰り返し、試行錯誤を続けました。  

                          

 

     決定 

 

 

 

     

             

             

           

    
     
      

    
         
        

                       
 

5種 

企画案 

販売決定 
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５広報活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（プロジェクト１）広報 

きさらづプロモチャンネル 

木更津市 YouTubeチャンネルでの特集  

https://youtu.be/ubz-tzpPnUc 

https://youtu.be/teAF4JpXqYU 

https://youtu.be/vCwwv5TX5ys 

https://youtu.be/dnVLHgAqwoY 

https://youtu.be/ItEuiilP_UM 

 

 

          

https：//www.tenbo.tokyo/kisarazumodel  

 

    
          

     

    

クッキーはクルックフィールズ内で１か月販売され、予定１０００個を売り上げることができました。 

そして、１１月３日のオーガニックフェスティバルでも、完売することができました。芋づるのモチーフや、

パッケージやキャラクターをかわいくしたことで、子どもたちがたくさん集まってきてくれて大好評でした。 

 

特大ポスター 

オリジナル 

キャラクター 

制服の柄を使用 
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毎日新聞 

2022,11,16 

2022，11，10 朝日新聞 

チバテレビ ２０２２，１１，２９放送 
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2022，10，30 

  千葉日報 

J:COMさんに取り上げていただきました。 

出演日：10月 21日(金)10時～、LIVEニュース 
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         2022.10.19  千葉県木更津市公式ホームページ 

【産学官連携】有機農産物を使用した商品を開発！  

６.評価と今後の方向性 

（１）パートナーシップ 

これからの未来を生きる子どもたちが、多くの人が関わり 

あいながらひとつのものを作り上げる喜びや達成感を味わう 

という経験を通して、多様性を受け入れ、誰もが心豊かに暮 

らすことのできる共生社会を実現すると感じました。 

（２）未来ビジョン 

子どもたちの考える「未来の木更津に残したいもの」「未来へつなげたいもの」を形にすることに 

より、明るい未来に向けた思いを感じました。 

私たちの活動が子どもたちへ「夢」や「希望」を与えるとともに、「ふるさと木更津」に対する愛 

着を感じてもらえたと思いました。 

 

 

 

 

 

 

・家庭クラブ委員が中心となって全学年・学科の枠を超えて活動が広がり、学校が活発化した。 

   ・学校と地域の企業、子どもたちと関わることができました。 

・生活に問題意識を持ち、よりよい生活を目指して取り組むための行動力、実践力、コミュニケ- 

ション力が付き未来をつくる人として成長しました。 

・循環型社会について理解を深め生活に取り入れようとする力が身について、SDGｓの意識を生活 

の中に持ち続けることを意識できるようになりました。 

これらの経験は私たちにとって単なる商品開発、販売や服作りのお手伝いだけではなく、様々な

人とのつながりや思いやりの気持ち、ひとり一人の持つ個性の素晴らしさに気づくきっかけとな

りました。今回はモデルとなった小中学生との関わりであったが、この繋がりを大切にして今後は

近隣の小・中学校を訪問して、交流の場を広げ連携を取りながら地域を活性化させ、子どもたちが

活な未来を築くためのお手伝いをしたいと考えています。 

本校の特徴を生かして、生徒の活動を多くの方に知っていただくと同時に、生活に役立つ情報を

継続的に発信していきたいと思います。 

参考  

【産学官連携】 

令和 4年度、国が「みどりの食料システム戦略」を推進するため交付する「みどりの食料システム戦

略緊急対策交付金」を活用し木更津市の有機農業推進事業を進めた事業の一環として、本校 × 環境

にもやさしい循環型農業を実践する KURKKU FIELDS × 木更津市 による市内有機野菜を活用した

新商品開発 

【KISARAZU COLLECTION 2022】 

８０周年を迎えた木更津市の記念事業として開催された子どもたちが主役のファッションショー。 

モデル 30名のために製作した衣装代（布代）は木更津市によりクラウドファンディングを実施。（1,445,000円） 

https://www.city.kisarazu.lg.jp/shokai/kanko/tokusan/1010681.html

